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研究成果の概要（和文）： 本研究では、次の３点に取り組んだ。１点目は、校種の異なる複数の特別支援学校
及びアートサークルで美術の同一題材を実施し、多様な実態の人たちの美術を通した学びの特性および指導仮説
を構造的に示した。２点目は、インクルーシブな集団で心理的に親密な関係を形成できるアートを用いた交流プ
ログラムを開発・実施し、アートを媒介とした交流が、感性的・感情的・直感的なやりとりを可能にすることを
明らかにした。３点目は、広島県、広島県立美術館、広島県アートサポートセンターとの協働で、障害のある人
たちを対象にした、アートの実施実態調査およびセミナー・ワークショップを企画・開発・実施した。

研究成果の概要（英文）：This study addressed the following three points. First, the same art classes
 were implemented in several types of special needs schools and art clubs, and the characteristics 
of learning through art and the teaching hypotheses for people with diverse conditions due to 
differences in disability types, etc., were structurally identified. Second, we developed and 
implemented an art-based exchange program that fosters psychologically intimate relationships in 
inclusive groups, and revealed that art-based exchanges enable sensory, emotional, and intuitive 
interactions. Third, in collaboration with Hiroshima Prefecture, the Hiroshima Prefectural Art 
Museum, and the Hiroshima Prefectural Art Support Center for People with Disabilities, we planned, 
developed, and conducted a survey of the conditions of art implementation, seminars, and workshops 
for people with disabilities.

研究分野：美術教育
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研究成果の学術的意義や社会的意義
　本研究の学術的・社会的意義は次の3点である。1点目は、障害種ではなく身体的特性やコミュニケーション特
性を基軸とした実態把握の指標と、実態に応じた美術科教育の指導理論を実証的に提示したこと。2点目は、障
害の有無を問わず参加者に学びを喚起する美術科教育の交流及び共同学習プログラムを開発し、その効果を提示
したこと。3点目は、特別支援学校卒業後の表現および鑑賞活動の実態とニーズを明らかにし、大学、地方自治
体、美術館、NPOの連携により生涯学習に接続するアートプログラムを開発・実施・検証したことである。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



 
様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
中央教育審議会（2012）『インクルーシブ教育システム構築のための特別支援教育の推進』で
は、「共生社会の実現を目指し障害のある子どもと障害のない子ども、あるいは、地域社会の人
たちとが、ふれ合い、共に活動する機会を設けることが大切である」とされ、特別支援学校と一
般校、もしくは特別支援学校と地域との交流及び共同学習の推進が提唱された。他方、美術科教
育の先行研究では、美術科教育と特別支援教育との複合領域に関する文献は各学校、校種、学級
で個別に実施されたケーススタディがほとんどで、学校種間や地域との交流や共同をトピック
とした研究はほとんど行われてこなかった。また、特別支援学校卒業後の美術の活動については、
学校教育から福祉・社会教育への接続は取り組みの内容のみならず、実態も分かっていない状況
がある。また、交流及び共同学習では、「対象児童の個々のニーズの把握の難しさ」(川合ら,2017)
も指摘されている。 
 
２．研究の目的 
上述の課題を踏まえ、共生社会の実現に向け、本研究の目的を次のように設定した。 
１）特別支援学校の各校種における指導の共通性や差異を明らかにし、多様な実態の子どもに
適応できる美術科教育の指導理論を構築すること。 
２）障害の有無を問わず、参加者にメリットがある美術科教育の交流及び共同学習プログラム
を開発すること。 
３）特別支援学校卒業後に創作活動を継続できるための接続プログラムを開発すること。 
 
３．研究の方法 
上述の目的を達成するために、次の研究課題を設定した。 
【研究課題 1】肢体不自由、知的特別支援学校や特別支援学校卒業後の障害のある人たちによる
アートサークルで同一題材による実践研究を行い、学習内容や指導方法の共通点及び差異を見
出し、多様な実態の子どもに適応可能な美術の指導理論を仮説として生成すること。 
【研究課題 2】美術を通した交流及び共同学習プログラムを開発・実施・検証すること。 
【研究課題 3】1．特別支援学校卒業後の美術の実施実態に関する質問紙調査を実施すること。
2．特別支援学校卒業後にも創作活動を継続できる接続プログラムを開発・実施すること。 
 
４．研究成果 
＜平成 30年度（2018 年度）＞ 
特別支援学校の複数の校種及び特別支援学校の卒業生が参加するアートサークルで美術の同
一題材を実施し、多様な実態の人たちの、美術を通した学びの特性を明らかにすることを目的と
した。 
 研究方法としてアクション・リサーチの手法を用い、広島県内の A特別支援学校で重度・重複
障害児を対象に開発された造形活動の題材を、2校の知的特別支援学校（秋田県立栗田支援学校・
広島県立福山北特別支援学校）及びアートサークル（佐賀はーとあーと倶楽部）で実践した。本
研究では、参加者の実態をコミュニケーションレベルと運動機能レベルの相関で障害のタイプ
を 6類型で捉える「クラス内実態表」を作成し，その中から 1型から 4型に該当する軽度、中度
の対象児・者を主な対象とした。分析方法として主に佐藤（2008）の質的分析法を用い、美術の
授業や活動の指導記録やビデオ映像を分析し、今回実施した題材における参加者の学びを理論
化した。 
 分析の結果，参加した対象児・者の学びは、【造形要素への着眼】、【相互影響】、【実験的試行】、
【メタファー】、【定型的活動からの発展】、【活動内容の理解と工夫】、【意欲的行動】、【作品への
愛着】、【感情のコントロール】、【支援者との共同】、【自立的活動】の 11 種類の概念に分類でき
た。さらにそれを、学習指導要領（平成 29年告示）で示された資質・能力の 3つの柱で整理し、
1型から 4型に特徴的な学びを示した。 
 
＜令和元年度（2019 年度）＞ 
インクルーシブな集団において多様な背景を持つ人たちが心理的に親密な関係を形成できる
アートを用いた交流プログラムを開発・実施し、有効性を検証した。具体的には、中国から留学
した聴覚障害のある学生と日本の大学院生とのより親密な関係構築及び美術の内容・方法の学
習が同時に実現する、アート・ワークショップの手法を用いた交流プログラムを開発・実施した。
プログラムは、オルポート（1958）の接触理論を理論枠組みとし、A大学大学院教育学研究科に
在籍する大学院生 3 名と、中国から留学し同大学院研究生として在籍している聴覚障害のある
学生 1名を対象として全 16 回（90 分/1 回）のプログラムを実施した。事前の交流段階、事後の
省察段階にも十分な時間を取り、活動の主となるワークショップでは、参加者が主体となって色
や水墨画をテーマとした活動を考案・実施した。アクション・リサーチによる実践研究の結果、
交流プログラムを設計する際の枠組みを 6段階で示すことができた。また、アートを媒介とした
交流は、感性的・感情的・直感的なやりとりが可能である点や、参加者が持つ文化的背景、生い
立ち、価値観などを知るための端緒が活動に内包されている点が有効であった。 



 
＜令和 2年度（2020 年度）＞ 
次の 3点に取り組んだ。 
（1）広島県、広島県アートサポートセンターと連携し、広島県に在住・在勤する「障害のある
人、サポートする人の表現および美術展覧会の鑑賞に関する実態調査」を実施した。本調査では、
これまで実態が明らかにされてこなかった特別支援学校卒業後の障害のある人の表現活動や、
美術館・ギャラリーでの美術鑑賞に焦点を当て、障害のある人及び支援者が生活の中でどのくら
い美術に関わりを持っているのか、また、どのような点に表現活動や美術鑑賞の魅力や難しさを
感じているのかを明らかにした。 
（2）（1）の調査結果を踏まえ、広島県、広島県立美術館、広島県アートサポートセンターとの
共同開催で、多様な背景を持つ人たちを対象にした、セミナー・ワークショップを実施した。本
セミナー・ワークショップでは、ウィズコロナ時代の新たなアート活動の提案として障害のある
人が出演したり創作したりする映像作品の制作を行った。広島県立美術館が所蔵する作品を「お
題」とし、スマートフォンやタブレットを使った動画を制作し、作品を SNS 上で発表した。 
（3）文献研究として、美術教育の国際学会誌で 1990 年初頭から 2020 年の約 30 年間に公表さ
れた障害学と美術教育の複合領域を対象とした論文をレビューし、研究動向と今後の課題を示
した。『Studies in Art Education』、『International Journal of Art and Design Education』、
『International Journal of Education through Art』の 3誌に掲載された 7名の研究者によ
る 12 編の論文を対象に、現在行われている教育の何が批判され、どのような理論的方向性が示
されているのかを調査した。 
 
＜令和 3年度（2021 年度）＞ 
令和 2年度（2020 年度）に実施した質問紙調査では、表現活動をしている人が 65％であった
のに対し、鑑賞活動をしている人が 42％と低かった。展覧会に行かない理由として、「興味が持
てない」という回答が最も多かった。それに対し、展覧会に行く理由は、「自分や知り合い、ま
た同じ障害のある人たちの展覧会であること」が相対的に多かった。また、鑑賞活動を難しくし
ている要因として、美術館やギャラリーまでの移動・アクセスの問題、会場での他者の目への懸
念に関する回答が多かった。このことから、障害のある人たち、サポートする人たちが、日常の
生活環境の中で広くアート活動に参加し、創作物を簡易に発表できる場を作ることによりアー
トを身近なものとして捉え、興味の高まりと共に鑑賞活動への参加が促進されるのではないか
と考えた。あわせて、絵や彫刻以外の創作活動のジャンルを提示することで、これまで見出され
なかった創造的な力を持つ人の活躍のきっかけになるとも考えた。 
 そこで、広島県、広島県立美術館、広島県アートサポートセンターと連携し、障害のある人を
対象としたオンライン対話型鑑賞会「みんなで楽しむおしゃべり展覧会～君の見方で絵をみよ
う～」を実施した。また、関連事業として、広島県立美術館所蔵作品である小林千古≪ミルク・
メイド≫（1897）をお題とし、障害のある人が単独で、また、サポートする人との共同で考案・
出演・創作した作品（詩・物語・写真等）をオンライン上で募集し、同じくオンライン上で公表・
展示する展覧会「1枚の絵をきっかけに～はじまることば・はじまる写真～」を開催した。さら
に、遠隔操作機器を用いて、障害のある人が施設などからパソコンを使って自走式ロボットを動
かし、展覧会を鑑賞するワークショップを実施した。 
 
総括 
本研究期間全体を通した研究の成果は、次の 3点である。1点目は、参加者の実態を、障害種
の違いではなく、コミュニケーションレベルと運動機能レベルの相関で捉え、多様な実態の子ど
もに適応できる美術科教育の指導理論を生成したこと。2点目は、障害の有無を問わず、双方に
メリットがある美術科教育の交流及び共同学習プログラムを開発し、その有効性を示したこと。
3点目は、特別支援学校卒業後に創作活動を継続できるための接続プログラムを開発・実施した
ことである。 
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